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その他のタイトル Nihon denzon kanseki no chugoku kanryu no





































たれば、十文字をさして落紙 といへ るは疑なき事なれ ども」 という記述は、大田南畝の常識
として、徳川吉宗の時にそういうことがあったとされている常識を示す。




三浦義質、木村晟、宇佐美満水の協力の もとに再校 を行い、歳末にいたって業 を終えた(1)。
そこで吉宗はその刊行を命 じたが、書物屋が集まって評議の結果、版下彫立の費用が五百両
に及ぶので半金を公儀 より支給されたい と願い出、許されて作業にかか り、享保十六年十二






そ して享保十七年正月、長崎奉行に対 し、中国へ も売 り広めよとの命があり、おそらく十
七年三月二十六 日一二十八 日の間に帰航 した亥一番か ら五番船あた りが積んで帰ったのが始
めであろう。また覆刻知不足斎叢書古文孝経の大塩良の跋文に、この太宰春台の古文孝経を、
享保十六年 に刊行 した 「後数年、又聞く、估客伊孚九長崎に乞い、古文孝経及び七経孟子考





乾隆辛巳の年(二 十六年、一七六一・、宝暦十一)に 劫瀬杭世駿先生を通 じて汪氏か らこ
の本を借 りて見た。
と記 しているので、汪氏飛鴻堂には少なくともそれ以前に架蔵されたものである。


































寛政三年(1791)そ の実施の達 しを出 し、四年九月に第一回、六年に第二回が行われた。そ
もり
の間寛政五年(1793)四 月に美濃国岩村藩主松平乘薀の第三子衡が林家の養子 とな り十二月
に大学頭となった。すなわち林述斎である。
中川忠英は寛政七年二月五日長崎奉行 となり、飛騨守となる。同年六月、先の五年の学問
吟味に丙科に合格 した近藤重蔵は長崎奉行手付 として長崎に在勤、ここで作 られたのが 『清






か くのごとくして、佚存書の中国への還流に大 きな業績 となった 『七経孟子考文並補遺』




(1)荻 生北渓に関 しては、『享保時代の日中関係資料三(荻 生北渓集)』 一九九五 ・三 関西大学出版
部刊 に詳細に伝記、業績を考証してあるから、ついて見られたい。
(2)こ の出版事情については、森銑三 山井鼎 とその七経孟子考文 『森銑三著作集 第八巻亅所収
一九八九 ・五 中央公論社刊 に詳しい。原文は 『東洋文化亅昭和入年入 ・九月両号にある。
(3)神 宮文庫所蔵の享保十六年刊r七 経孟子考文並補遺』を検するに、用紙は十文字紙というような
特殊なものではないから、中国へ送るものを別製品の紙に刷らせたと理解する方が良い。






(5)中 川忠英の略伝及び近藤重蔵との関係は、大庭脩 『漢籍輸入の文化史一聖徳太子から吉宗へ 一亅
一九九七 ・一 研文出版刊の10大 学頭 と長崎奉行 に詳しい。
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